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研究成果の概要（和文）：本研究は、番匠谷堯二を嚆矢とする日本人計画家の中東・北アフリカ地域における業
績を、協働し影響を与え合ったキャンディリス、アニング、エコシャールら多くのフランス人・アラブ人カウン
ターパートとの関連も踏まえて解明したものである。特に、清家清に起源をもつ「進化型計画論」の展開につい
て、ATBAT（フランス語圏）における国際交流を背景として明らかにしたうえで、アルジェ、ベイルート、ダマ
スカス、アレッポにおけるその具体的な実施状況を明らかにした。ヘレニズム基盤を躯体とし、イスラーム期に
おける住民主体の増築に基づく空間形成は、一つの「進化」とみなしうることが仮説的に示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study elucidates the achievements of Japanese planners in the Middle 
East and North Africa, starting with Gyoji Banshoya, in relation to their many French and Arab 
counterparts, including G.Candilis, G.Hanning, and M.Ecochard, with whom they collaborated and 
influenced each other. In particular, the development of "evolutionary planning theory", which 
originated with Kiyoshi Seike, was clarified in the background of international exchange in ATBAT, 
and its specific implementation in Algiers, Beirut, Damascus, and Aleppo was clarified. It is 
hypothetically suggested that the formation of spaces based on Hellenistic foundations and 
extensions by the residents in the Islamic period can be regarded as an "evolution".

研究分野：都市史・都市計画史

キーワード： ATBAT　アルジェ　進化型計画論　ビドンヴィル　ダマスクス　フランス語圏　地中海　ヘレニズム基盤
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、形態論的な「イスラム都市」概念を批判的に検証しつつ、生きた都市としての空間変容を「進化型計
画論」との関連で実証し評価することが目的であった。これに対し、68年計画が、ヘレニズム基盤からイスラー
ム的な住民自身による空間形成へと移行してきた事実に範を得た「進化型計画」であった可能性があることを示
唆したことが、研究の成果である。これは都市計画史の再考と、ヘレニズム、イスラームに日本型計画論も交え
た融合空間という新たな仮説を導く。日本の貢献を踏まえた都市計画技術協力史の国際的発信に努めたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
1.研究開始当初の背景 
 破壊と再生が繰り返される中東・北アフリカ地域の都市研究は、欧米において植民地時代のオ
リエンタリスト的「イスラム都市」論への反省から新たな展開を迎え、国内でも 1980 年代に「イ
スラムの都市性」に始まる研究プロジェクトが実施されてきた。そこでは、「モスク」や「袋小
路」といった旧市街の典型的特徴を強調する「イスラム都市」というフレームの超克が目指され、
主に歴史学・人類学・社会学等の人文諸学において成果があげられてきた。しかし、例えば「イ
スラム都市」批判の急先鋒であった社会学者アブー＝ルゴドによる、欧米式教育を受けた「アラ
ブ人プランナー」が「イスラム都市」的イメージを再生産してしまうという、現実の都市計画に
突きつけられた問題提起は、殆ど議論されてこなかった。一方、1950 年代からは日本の国際協
力に基づく都市計画が連綿と実施されてきたことは、必ずしも知られていない。欧米中心の既往
研究と計画論に対して、日本の協力という新たな視点を取ることで、「イスラム都市」論を乗り
越える、日本発信の計画論を展望することが期待される。 
 
2.研究の目的 
本研究は、一連の協力を先導した番匠谷堯二と、協働・継承した日本人専門家らが、ヘレニズ

ムからイスラムへと重層化した旧市街の複雑な空間構成を読み込み、「イスラム都市」論に基づ
くフランス人計画家らと協働し影響を受けながらも日本型計画論を創出・実践していった過程
を、資料収集とフィールドワークから歴史的に考察し、フランス海外都市計画の系譜に対する日
本型計画の位置付けと、関連計画による実際の都市空間および住民生活の変遷を明らかにして、
「イスラム都市論」を越えた、現代的で多様な視点から同地域の都市計画の将来を展望すること
を目的とする。 
 
3.研究の方法 
本研究では、番匠谷堯二を嚆矢とし、今日の JICA専門家に至る日本人計画家の業績を、協働

し影響を与え合ったキャンディリス、アニング、エコシャールら多くのフランス人・アラブ人カ
ウンターパートとの関連も踏まえて解明する。計画業績は、研究・提案に終ったもの、実際に法
定計画となったもの、更に具体的な事業が実施されたもの、に分類して扱う。主な対象都市とし
て、実際に上記計画家らが活動したアルジェ、ベイルート、ラシュト、ダマスカス、アレッポに
着目し、計画による都市空間と住民生活の変遷を解明する。 
本研究では、３年間で４つの小目的、①旧市街空間の特徴と計画の前史、②日本の協力による

都市計画の内容把握、③「イスラム都市」と「日本型計画論」の相互関係、④都市計画の実績の
評価、から段階的にアプローチする。 
なお、2020年はコロナ対応のため、当初構想していた現地調査の一部を省略し、既往研究に

おける現地調査記録（具体的には、1950 年代以降ピエール・ブルデューが実施していた都市農
村調査）を参照し、代替知見とした。 
 
4.研究成果 
研究成果は、別途示した学術論文毎にテーマが設定されその中でそれぞれ提示された。以下で

は、上で示した小目的毎に成果を整理し概括する。 
①旧市街空間の特徴と計画の前史 
ローマの植民都市に起源を持つアルジェでは、旧市街（カスバ）の南部にグリッド型街路の痕

跡を確認できるが、都市はイスラームに支配されるまでに放棄されていた。以後はイスラームに
独自の施設建築が導入され、スーク（市場）の形成と、公私の分離に根差した空間形成が進んだ。
ローマの名残を持つ直線的街路の一部はフランス植民地期になっていわゆるオスマニザシオン
（道路開削）の対象となっている。ヘレニズム期の都市建設がより明確なダマスクスにおいては、
イスラーム期に施設の転用がなされつつ、より複雑な街路網が形成されたが、「まっすぐな道」
等にヘレニズム基盤の痕跡が今日でも確認できる。形態論に基づく単純な「イスラム都市」とい
う呼称は名実ともに無理があることが（再）確認された。 
②日本の協力による都市計画の内容把握 
ル・コルビュジエらによって創

設された ATBAT は一つの国際交
流組織であったとみなしうるが、
キャンディリスが主導した研究
「最大多数のための住まい」にお
いては、日本の番匠谷堯二が参画
し、一定の貢献をしていた（図 1）。
番匠谷はその後、アルジェの都市
計画局に赴任し、そこでビドンヴィル（スラム事業）に参画した。そこで CIAMアルジェの実践
に触れ、スラム住民のための応急仮設住宅(Cité de Recasement)の計画に携わっていた。ダマス
クスの 1968 年計画は M.エコシャールと番匠谷の共作であるが、特に詳細計画の図面を番匠谷
が担当していたことがわかった。アレッポの 1975 年計画は番匠谷が筆頭計画者となっている。 
③「イスラム都市」と「日本型計画論」の相互関係 
 ATBAT における研究テーマの一つは、建築家は躯体のみを与え、住まい手自身が希望に基づ

図 1：キャンディリスによる「正方形の家」解釈（左から右へ進化する） 



いて空間を形成していくという可変性を特
徴とする「進化型計画論（Habitat Evolutif）」
であった。ひとつの国際交流を経て、清家清
を源流とする番匠谷の住宅論が、モロッコを
経てフランスでの実践を行っていた G.キャ
ンディリスの計画に取り込まれた可能性が
高いことがわかった。一方の番匠谷は、CIAM
アルジェが発表したビドンヴィル（スラム）
調査の内容の学習を通じて、ビドンヴィルと
カスバの形成プロセスが類似していること
を認識し、住民自身による市場の創設や中庭
式住宅といった空間形成をポジティヴに評
価した。番匠谷自身が計画した住宅もまた、
第一段階（図 2）と第二段階からなる進化型計画論に基づくものであり、旧市街の漸進的な形成プ
ロセスとも近似するものであることがわかった。ダマスクスにおいては、これまで近代主義に基
づく道路計画が批判されてきたが、1968 年計画を精査した結果、ヘレニズム時代の都市基盤を、
「デガジュマン」とよばれる一種の発掘を伴う形で再構築し、多文化的な都市空間として持続さ
せるというコンセプトがあったことが明らかとなった。ここで、ヘレニズム基盤を一つの躯体と
みなし、イスラーム期の増改築を住民自身による空間形成と位置付けるなら、ヘレニズムからイ
スラームへの都市空間の変容（図 3）は、一つの進化であるとみなすことができる。J.ソヴァジェ
と協働する考古学者でもあ
ったエコシャールと、進化型
計画論の計画者であった番
匠谷とによる 68 年計画は、
それを明確に認識した上で、
増築空間の一定の縮減を目
指したものであったと考え
られる。なお番匠谷は、アレ
ッポ計画では 旧市街を貫
通する道路を削除し袋小路
型駐車場を計画している。 
④都市計画の実績の評価 
キャンディリスによる郊外住宅には、番匠谷による「正方形の家」を彷彿とさせるプランがみ

られ、チーム・キャンディリスの独立後におけるバニョル・シュー・セズ等の郊外団地に実現さ
れているとみなすことができる。アルジェにおいては番匠谷の応急仮設住宅が実現されたとい
う記録もないが、応急仮設住宅自体その多くが取り壊されており確認はできない。ダマスクスに
おいてはユネスコの批判を経て
計画は一時的に停止されたとさ
れているが、更新された事実もな
く現行計画のままであり、今日の
日本の国際協力においてもこれ
をもとに計画されている。観光分
野においてもヘレニズム基盤の
重要性は指摘されており、残存す
る遺構を発掘し再構築している
箇所は多く見られる。オスマニザ
シオンの形をとらなくても、ヘレ
ニズム基盤を活かしたまちづく
りや観光は重要性が高いといえ、
そこに 68 年計画の精神（図 4）が
継承されているといえる。 
 
 
本研究は、形態論的な「イスラム都市」概念を批判的に検証しつつ、生きた都市としての空間

変容を「進化型計画論」との関連で実証し評価することが目的であった。これに対し、68 年計
画が、ヘレニズム基盤からイスラーム的な住民自身による空間形成へと移行してきた事実に範
を得た「進化型計画」であった可能性があることを示唆したことが、研究の成果である。これは
都市計画史の再考と、ヘレニズム、イスラームに日本型計画論も交えた融合空間という新たな仮
説を導く。日本の貢献を踏まえた都市計画技術協力史の国際的発信に努めたい。 
この他、『世界都市史事典』では各都市の歴史を最新の研究に基づき更新した。また『地中海

を旅する 62 章』ではアレッポにおける番匠谷の足取りを仮説的にまとめた。また課題として、
ヘレニズム基盤の扱いを巡って、考古学分野との交流を踏まえつつ、現代都市内部の遺構につい
ては考古学分野では専門的に扱いえず、新たなアプローチが必要であることが示唆された。 

図 2：番匠谷によるアルジェの応急仮設住宅（第一段階） 

図 3：ソヴァジェによるヘレニズム基盤からイスラーム的都市空間への変容仮説 

図 4：68年計画におけるデガジュマンと道路計画との整合 
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